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昭和43年における特定地域に係る激甚災害の指定
及びζれに対し適用すべき措置等に関する政令（13)

2 .18 
食糧管理渋施行令の一部を改正する砂令（1 9) 3 . 1 0 
予算決算及び会計令の一部を改正する令（23) 3 . 15 
義務教育費国庫負担法第二条但書の規定に基ぎ教
職員給与費の国庫負担額の最高限度を定める政令
の一部を改Eずる政令（27) 3 .18 

府 令
人事統計報告に関する総理府令の一部を改正する
総理 府令（ 総理1) 1 .14 
内閣及び総理府所管旅費取扱規則の一部を改正ナ
る総理府令（同2) 1 .2 7 

報 第110・111・112 号

省 令
債権管理事務取扱規WJの一部を改正する省令
（大蔵1 ) 2 .  1 
資金運用部地方�＂·Lt融ち 規則等の一部を改正する
省令（同2) 2 .  7 
学位規則の一部を改正する省令（文部 1 ) 3 . 5 
国の会計摂簿及び努類の様式に関すみ省令の一部
を改正する省令（大蔵8 ) 3 . 15 
教科用図書検定規則の一部を改正する省令
（文部2) 3.2 6  

隠家公務員宿舎‘法施行規則の一部を改正する省令
（大蔵12) 3 . 2 9 
日本学校安全会法施行規則の一部を改正する省令
（文部5) 3 .31 

診療エックス練技師学校養成所指定規則の一部を
改正する省令（文部・厚生1 ) 。

規 則
計算証明 規則の一部を改正する規則（会計検査院1) 

2 .  1 
特殊勤務手当の一部を改正する規則（人事院9-30)

2 . 21 
採用試験 の一部合改正する規則（同8ー18) 3 . 22 
隔還地手当の一部を改正する規則（同 9 -31) 3 .2 9 

司II 令
内関及び総理府所管固有財産取扱規則の一部を改
Eする訓令（総理1〕 2. 1 7  
同点；大学の附属図書館に置く分館を定める訓令の
一部を改正する観II令（文部1 ) 3 .31 

� 方て

技能教育のための施設を指定した件（文部 1) 1 . 9 
管現栄養士養成施設に関する件（文部・厚生1 ) 1 .2 7 
昭和44年度において発注する土木建築に関する工
事：， 施設等の解体運搬に関する工事及び造園造林
等の工事文は物品の製造， 物件の買入れ若しくは
立木竹の売払いの一般競争及び指名競争に参加す
る者に必要な資格， 資格審査の申請の時期及び方
法等を定めた件（文部2) 1 .28 
昭和40年度以降の学校基本調査の調査票及び集計
表の提出期限を定める等の件の一部を改Eする件
〈同3 ) 2 . 5  

教科用図書検定申請受理種目及び定価認可基準の
一部を改正する件（同4 ) 2.8 
重要無形文化財の保持者 が死亡したので当該保持
者の認 定等 を解除された件（同5) 2 . 10 
指導教員養成機関が廃止された件（同 6) // 

指導教員養成機関の名称を変更する旨の届出があ
った件（問7) // 

昭和44年度において使用される小学校 ， 中学校及
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び高等 学校の教科書の定価を認可した件（同 8 ) 。

昭和44年度原子力平和利用 研究 委託費に係る試験

研究題目及び申請書の提出期限を定める件（科学

技術庁3 ) 2 .17 

昭和44年度原子力平和利用研究費 補助金に係る試

験研究 課題及び申請書の提出期聞を定める件（同 4 )

ij 

技能教育のための施設を指定した件（文部9～32 ) 2 .19 

昭和44年度民間学術研究機関補助金交付申請書及

び添付書類の提出期限を定める件（同33) グ

京都市歴史的風土保存区域を指定する告示の一部

を変更する件（総理 6 ) 2 .2 4  

短期大学の名称を変更す る旨の届出があった件

（文部34) 3 . 3 

激甚災害に対処す るための特別の財政援助等に関す

る法律施行令の規定により昭和43年に発生した激甚

災害に係る市町村を告示（同 1 ) 3. 7 

史跡綾羅木郷遺跡を指定す る件（同35) 3 .11 

文化財を重要 文化財に指定する件（同36) 3 . 12 

重要 文化財の管理団体を指定する件（文化庁1～ 3 )

3. 13 

大学の設置を認可した件（文部37.38.68) ij 

短期大学の設置を認可した件（同39～44.69 ) イク

大学の学部の設置を認可した件（同45～49 ) ij 

短期大学の学科の設置を認可した件（同50 ～67,

70 , 71) 。

短期大学における通信教育の開設を認可した件

（同72 ) ’F 

昭和44年度科学研究費補助金（奨励研究（B ）） の

計画調書の提出期聞を定める件（同73) 3 .20 

昭和45年度用として 発行しようとする教科書の書

日の届出の時期を指示す る件（同74) 3 .2 5 

短期大学の名称を変更す る旨の届出があった件

（同75) ィク

技能教育のための施設を指定した件（岡市～99 ) 3 .28 

博物館に相当す る施設を指定した件（同100 ) 3 .29 

官庁報告
日本学士院会員侯補者の推薦について 1 .18 

学位授与（文部省） 1 .20 

昭和32年人事院公示第 5号の一部改正に関し決定

した件（人事院公示 1 ) 1 .2 3 

昭和32 年人事院事務総局公示第1号の一部改正に

関し決定した件（人事院事務総局公示。 ij 

昭和43年度第 2 ・ 4半期における国庫の状況報告

（内閣〉 2 .10 

昭和43年度第 2 ・ 4半期における予算使用状況報

告（同） 2 .17 

昭和43年度，軍家公務員採用中級試験最終合格者

剖4守・
（人事院中部事務局長〉 2 .18 

国家試験 採用侯補者名簿の失効（人事院） 2 .20 

同 昭和43年度学芸員試験認定合格者及び

無試験認定合格者（文部省） 3 .29 

公 示
職員の免職処分

議 d』
ヨコE

第20 回 評議会（1月1 3日）

（議題）

議

1. 昭和44年度学生入学定員の取扱について

2 . その他

第21固 評議会（1月2 7日）

（議題）

2 .19 

1. 昭和43年度卒業式および修了式ならびに昭和44年度入

学式について

2 . 富山大学教育学部附属学校規則の一部を改正する規則

（案） について

3. 大学問題について

4 . その他

第22回 評議会（1月29日）

（議題）

1. 大学問題について

第23回 評議会（2月 6日）

（議題）

1. 昭和44年度入学試験の実施について

2 . 教官の特別昇給定数の追加配分について

3. その他

第24回 評議会（2月2 1日）

（議題）

1. 大学問題について

2 . 学長事務代理の代行について

3. その他

（報告）

1. 昭和44年度富山大学大学院薬学研究 科第2 次入学者選

抜試験の合格者について

2. 昭和43年度富山大学大学院修士学位記授与式ならびに

昭和44年度大学院入学式について

第25回 評議会（2 月2 4日）

（議題）

1. 大学問題について

第26回 評韻会（3月3日）

（議題）

1. 昭和43年度卒業式について

2 . 大学問題について

第27回 評議会（3月7日）
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（議題）

1. 当面の問題について
第28固 評議会（3月1 1日 ）

（議題）

1. 当面の問題について
第29回 評輯会（3月17日 ）

（議題〉

報

1. 昭和43年度卒業者の認定について
2. 富山大学薬学部規則の一部を改正する規員IJ（索〉につ

いて
3. 教官人事について
4. 当面の問題について
（報告）
1. 昭和43年度富山大学大学院修士課程修了者について
2. 昭和44年度富山大学大学院工学研究科第2次入学者選

抜試験の合格者について
3. 昭和43年度大学院修士学位記授与式のとりやめについ

て
第1回 協龍会（2 月24日 ）

（議題）

1. 学長の辞任について
第2回 協議会（2 月26日〉

（議題）

1. 学長事務取扱の選考について
第3図 協護会（2月27日）
（議題）

1 . 学長事務取扱の選考について

学 内 規 則

富山大学教育学部附属学校規則の

一部改正

富山大学教育学部附属学校規則の一部を改正する規則を
次のとおり制定する。

昭和44年1 月27日
富山大学長事務代理 三橋監物

富山大学教育学部附属学校規則の一部を改正する規則

富山大学教育学部附属学校規則（昭和41 年1 月1 7日制
定）の一部を次のように改Eする。

との規則中， 「及び」を「およびJに， 「又は」を「ま
たは」に改める。

第2 条中「初等普通教育， 中等普通教育文は幼児の保育
を施すとともに， 」とあるを， 「初等普通教育， 中等普通
教育， 特殊教育または幼児の保育を施ナとともに， 」に改

昭和44年 1 月 ・ 2月・3月

める。
第8条の表を次のとおり改める。

区 分 ！学扱数 ！学級定員（入学定員｜ 総定員

校 ｜ 空宇竺！－竺己主＇－�主出主
特殊撒 ！ 1 I 1 s名 ｜ 15名 己竺

中 学 校 ｜ 普通学級 ｜ 11 I so名 I 200名 I 550名

崎町長珂寸正司玉
第12条第1項中「小学校にあっては300円， 中学校にあ

っては450円の検定料を徴収する。」 を「小学校にあって
は600円， 中学校にあっては900円の検定料を徴収する。」
に改める。

同条第2項中 「入園料として450円， 」を 「入園料とし
て120'.l円， 」に改める。

附 則
1. この規則は， 昭和44年1月27日から施行し， 昭和43年

4月 1日から適用する。
2 第12条第1 項の改正規定は， 昭和42年度以降に入学す

る者の選抜から適用し， 同条第2項の改正規定は， 昭和
41年 4月1 日以降に入学する者に係るものから適用する
ものとする。

富山大学薬学部規則の一部改正

富山大学薬学部規則の一部を改正する規則を次のとおり
制定する。

昭和44年3月1 7日
富山大学長事務取扱 竹内豊三郎

富山大学薬学部規則の一部を改正する規則

富山大学薬学部規則（昭和40年1 月22日制定）の一部を
次のように改正する。

第 9 条中「専門教育科目については92単位以上」を「専
門教育科目については87 単位以上」に， 「合計155単位以
上」を「合計1 50単位以上」に改める。

別表のうち専門教育科目の表を次のとおり改める。
（別紙のとおり）

附 則
1. この規則は， 昭和44年3月17日から施行し， 昭和43年

4月1日から適用する。
2. 昭和43年度において2年次， 3 年次および4 年次の学

生については， この規則の施行にかかわらず， なお従前
の例による。
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報 昭和44年 1月・ 2月・3月

人 事 動異

現 官

教
（薬 学

助
（工 学

文 部事 務官
（文 理 学 部）

事 務 補 佐 員
（学 生 課）
教 授

（薬 学 部）

職 氏 名

堀 越 勇

一 橋監物
竹松静代
北川泰郎
東 森 博

大畑憲司
東 森 博

飯田武夫

異 動 内 容
教授（薬学部）に採用する
学長事務代理を命ずる
教諭（教育学部附属中学校）に採用する
（任期44. 1 . 22～44. 4 .  52 
講師（工学部）に昇任させる
事務補佐員（学生課）に採用する
復職させる
辞職 を承認する
辞職 を承認する

i発令年月日｜発 令 者

��－�二土｜文部大臣
44. 1 . 6 ！ 』
44. 1 . 22 I 富山大学長
44. 2. 1 I グ

44 . 2. 14 I グ

44. 2 .  26 I 

44. 2 .  27 i 

44. 2 .  2 a  i文部大臣

授
部）

手
部

評議員の併任 を解除する
｜ ｜評議員に併任する｜ ‘ 原 茂｜｜ ｜（任期44. 2. 28～44. 5. 31 )  

助 教 授｜ ｜ 
（文 理 学 部）｜川井清 保 ｜教授（文理学部）に昇任させる

（要 理 学言）｜宮谷大作｜講師（文 理学部）に昇任させる

一夜�－頁一｜
（薬 学 部）｜
富山大 学 長 ｜
教 授l

.J1英一一竺____Eitfil.
教 授 ｜

（文 理学 部〉 ｜

穴山
高 見 春 男

44. 3 . 1 。，

。 富山大学長

彊 ｜助手（教育学部）に採用する ij ij 

事務員（薬学部）に配置換する 。 。

横田嘉右衛門I __ ！竺承認する

一 橋監物｜学長 事務代理 を免ずる
竹内 豊三郎｜議童話建議員務取扱を命ずる I // I グ

堀 口 勲｜事務補在員（学生課）に採用する I 44. 3 . 11 I富山大学長

｜大 崎秀雄｜向上 （厚生課）に採用する I ij I 
文 部事 務官 ！ ｜ ｜ ｜ 

（附 属 図書館） ｜ 浅 野 典子｜辞職 を承認する I 44. 3 • 2 s  I 
（護 学 窓）｜ 長田 記朗｜助教授（薬学部）に昇任させる 1 44. 3 30 1 ·文 部大臣
去 授 ｜

一一 「教育学部隊陥する一 一一
｜ 林 勝次｜評議員に併任する（教 育 学 部）｜ ｜ ｜ ｜ （任期44 ・ 3. 31～46. 3. 30 ) 

； ）｜ 。 ｜ 附属中学校長 の併任 を解除する I // I 
ij 一一－－－－；；－一一一一卜 ｜ 附属中学校長 に併任する ｜ ｜ 一一一一一一

（ 。 ）［ 黒 坂 富 治（（任期44. 3. 31～45 . 3 . 31 ) I ij 
I 

ij 
教 授 ｜ ｜ 一一一一一←ー ｜ ’ 

（文 理 学 部）｜ 六浦教乗｜ 昭和44年3月31日限り停年に より退職したI 44. 4 .  1 

〈教 育
グ

学 部）｜上原定清 1 ij I ij 

（薬 4 部〉 ｜木村康一 ｜ グ I 
文 部技官｜ I I 

盟 設 課）－ ｜ 永井繁夫 l 辞職 承認する一一一一一一｜ 札3. 31 I富山大学長
文 部 事 務官 ｜ ｜ ｜ 

（経 理部玉計課警1 I 1掌林繁 信｜ グ ｜ 
務員長

」玄＿JIー主L一部L
文 部技官
教 諭

（教育学部附属小）学校 J i 

44. 3 • 4 文部大臣
ij ’F 

44. 3. 31 文部大臣

ij 

。

グ

// 

。 。 I // 
// グ I // 

野村善一
菅谷 孝

山崎正俊 // 。 ｜ グ
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第110・111 ・112号 学

「蚕一一 一一斎了一一一一一一一「
｜ 

L翠里一一） ＼ ＿竺 瀬 弥 逸
一

｜ 辞職を承認する
一一－ ＇－� 4 .

3 ・ 川f竺T空－
助 教 授 j I I 

（経 済 学 部）I 海 道 勝 稔 ｜ グ i // 1 文部 大臣

尋二三二瓦I＿�ぎ旦｜一 二二二二二三二1�－＝�1ーグ
文 部 事 務｛ i ! 旦一生ーむ谷口 久美子_i��－ 一一一 ｜一一二＿_I ＿＿富山大学長l 助 教 授 1 ; I � （短期大 学 部）｜ 泰 地 雨 弘 。 。 ｜ 文部 大臣一一�1－�－ii－；－；－「一一一－－－；；－－一 一一一一 一 「－－；；－－－「つ一。
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学 内 諾 報

大学紛争の経過 (2) 

学長は昨年暮から行なわれている学生の本部不法占拠を
解除させ， また学生の要求する大衆団交には応じないが，
要求事項に関し1 月18日全学生職員に学長所見を配布， 紛
争を収拾するため努力されたが， これを不満とする寮生の
一部が1月29日新たに学生会館の学生部仮事務室を封鎖
し， 2月4・5日薬学部自治会が学部振興会経理問題をとり

び会計決算報告など、の実施上重大な事態に立ちいたった。
学生諸君は， この事態を認識し， 良識ある行動のもとに

一刻も早く本部占拠ならびにストを解除し， 学園を平静に
もどし大学が提案した全学集会に応ずるよう要望する。

昭和44年2月18日
富山大学長

告 示
過般一部学生が本部を不法占拠し， ますこ， 3月1 0日各学

部事務室等が一部の学生によって不法占拠されたことはま
あげ， 学生集会を聞き2月1 5日期限づきでスト態勢を確立 ｜ ことに遺憾です。

し教養部自治会が2月 7 日午後から授業放棄ストに突入 ｜ これらの学生は直ちにこの占拠を解いて退去することを

し経済学部は2月 7 日にスト態勢を確立し， 2月1 0日か ｜ 要求します。

らストに突入， 文理学部文学科は2月8 日に， 同学部理学 ｜ 大学は載意をもって学生と相互理解を深め大学の当面の

科は2月1 4日にそれぞれスト態勢を確立し， 文学科は10日 ｜ 問題を解決するために全学生と教官の総意に基づいて集会

から， 理学科は17日からストに突入し， 薬学部も2月15日｜を早急に開くことを要望します・。

からストに突入したので， 2月18日（別記）の学長告示を
行ない学園を平静にもどすため，大学が提案した全学集会
に応ずるよう呼びかけた。

しかし学生側は従来各学部自治会単位で大衆団交を要求l
していたが， 3月にはいり各学部自治会執行部あるいはーl
部学生により全学大衆団交推進会議なるのものを結成し， I 

3月1 0日午後文理学部前で全学総決起集会を聞き，集会後

昭和44年3月12日
富山大学長事務取扱

竹 内 豊三郎

三橋監物学長事務代理の就任

昭和43年11月12日の皮日共系（全学既争連絡会議）学生
によって大学本部が不法占拠されてから， 大学の紛争は日

まず教育学部， 教養部， 続いて文理学部， 薬学部各事務室｜｜増しに激化し， 横田学長はこれら紛争の解決に白夜精根を
を封鎖したので， 王福構内各学部、薬学部除く）事務室を附 に
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月20日に黒田講堂で開くことを中止し， 各学部ごとに卒業
証明書を授与する異例の処置がとられることになった。

学 生 諸 君 に 告 ぐ

横田学 長の辞任

横田学長は昭和1 9年4月富山薬学専門校長として来任さ
れ， 岡山年富山大学発足と同時に初代の薬学部長となり，

今次紛争については， 再三にわたる学長告示を行ない， i爾来連続5国学部長に重任， 昭和36年12月20日に第四代目

また， 学長所見を発表して当面する諸問題について， 学生｜の富山大学長に就任されてから， 同44年3月4自に辞任さ

諸君の理解につとめ， もって紛争の収拾に努力してきた。
しかるにこと志と異なり紛争は激化の一途をたどり，つ

いに学年末を控え期末試験， 入学試験，卒業式．入学式およ

れるまで7年4カ月の永きにわたり富山大学長の要職にあ
り， 大学の発展のため次のような数々の業績を残され， そ
の功績顕著なることを認められ昭和42年11月3 日，勲二等

-6-



報 昭和44年1月・2月・3月
旭日重光章が授与され， このたびの辞任はまととに惜別に
堪えない次第であります。

竹内豊三郎学長事務取扱の就任

横田学長は昨年暮以来， 高血圧のため入院加療中であっ
たので， この間三橋薬学部長を学長事務代理とされ， 再起
をはかられたが， 病状が回復しないため2月末辞意を表明
された。

① 大 学の五福集中計画の一環として文理学部・薬学部・
教育学部の新校舎の改築ならびに体育館・学生 会館・統
合学生 寮・計算センタ』 ． プーJレの新設。

②和漢薬研究施設ならびに教養部および大 学院薬学・工
学研究科（修士課程）の設置。 協議会は， 学内に紛争もあり， 止むを得ないものとして

学長の辞任を認め， 今後の取扱いを協議した結果， 竹内 文
理学部長を学長事務取扱に選出し， 学内紛争の収拾に努力
することとなり， 竹内文理学部長は3月4日付で学長事務
取扱に就任された。

昭和44年度入学試験

昭和何年度入学試験 は3月23. 24. 25日の3日間（25日
は教育学部美術， 体育専攻志願者の実技のみ）目下学園紛
争による妨害令4言者、し， 学外5高等学校において実施し，
その下、tifi·者は4月2日発表された。

各学部の志願者， 受験者および合格者等の数は次のとお
り。

学 部 ｜ 学 科・課 程 ｜ 購入員｜ 志願
4
ザ
34

J, 受験者 数 欠席 者 数 合格 者 数 入学者 数

｜ 文 学 科

I
60 252 I 1 82 61 61 

文理学部 理 学 科 125 430 291 139 125 

計 864 543 321 186 
l 小学校 教員養成 課 程 117 1 08 

聾護学桂教員養成課程 21 I 23 

計 no 1 222 135 

軽済学部 ｜ 軽 揖 学 科 ！一一 一一一一一一一一一・ 』 160 ! 1. 324 457 133 I 
薬 学 科

薬 学 部 製 薬 化 必寸A 三4司 科
計

電 気 工 メラ't 科
ごE 業 イヒ 件すLら与 手｝
金 属 工 片す品与ー 科
機 械 工 学 科

工 学 部

化 学 工 学 科
電 子 工 学 科

計

日！ 制
5 0  329 
1 OD 698 

277 

4 0  180 

40 167 

50 274 

40 194 

40 161 

40 215 
300 1 .468 

1 82 

205 
387 

208 
128 
128 
176 ! 

127 

130 

187 50 
124 50 
311 100 
69 
52 40 

39 40 
98 50 

34 40 
34 40 
85 40 

41 1 300 

125 
186 

※ 97 
47 

19 

1 63 
160 

（※） 52(2 
50 

※ 102(2 

50 
．． ／ ＼ 41(1 

4 0  
（※） 51(1 

4 0  

40 

五4 41(1 

※ 303(3 
l口" 計 954 1 ※

（※） 
914��l 

安） 控室芋生 i喜）共同数
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第110・111・112号

また経営短期大学部の入学試験 は，3月 15日に実施し，
合格者 を3月2 7日に発表した。

なお志願者 ，受験者および入学者等の数 は次のとおり。

分 i ；募集 ｜ 志願 ｜受験 ｜ ：欠試 ｜ 入学 ｜
『 人員｜者 数 ｜ 者 数 ｜者 数 ！ 者 数 ｜

経営短期大学部経！ 80 -I 153 I 143 ! 5 l 81 I 営科（第2部） ! I I I 

........ サー

学 位 取 得 者

取 得 者 工学部教授 村中利吉
取得学位 工学博士
取得年月日 昭和44年3月 6日
学位論文 砥粒分刀を円錐台と考えた場合の研削抵抗と

研削温度の解析
提出大 学 大阪大学

教 育 学 部長 の改選 取 得 者 薬学部助手 中井昇
捲川教育学部長の任期満了（3月3 1日）にともなう学部｜取得学位 薬学博士

長選挙は2 月26日， 教育学部において行なわれた。林勝次｜取得年月日 昭和43年12月 4 日
教授が教育学部長に選ばれ，3月31日に就任された。 ｜ 学位論文 ス』メチJレ』1, 4 －ナプトキノンとコウボ

林勝次教授は昭和12年3月， 日本体育会体操学校生理専 ｜ アルコール脱水素酵素のチオ』／レ基との反応
攻部を卒業し，直ちに熊本県立第一高等女学校教諭に就任｜提出大 学 東京大学
同13年3月金沢高等士業学校助教授，同19年4月姫路高等
学校助教授，同20年10月旧制富山高等学校教授，同2 4年6
月富山大学助教授，同34年5月富山大学教授昇任，同40年
12月教育学部附属中学校長に併任，金沢市出身。

職 員 消 息

教育学部附属中学校長の改選

教育学部附属中学校長林勝次教授の3月31日付けで教育
学部長就任されるに伴ない，3月 13日教育学部教授会にお
いて，附属中学校長に黒坂富治教授が選ばれた。

黒坂教授は昭和11年3月東京音楽学校甲種師範科を卒業
し直ちに堀川尋常高等小学校訓導に就任，周年4月富山県
立女子師範学校教諭兼訓導，昭和18年4月富山師範学校助

教授，同25年4月富山大学助教授，同41年3月富山大学教
授昇 任。 富山県出身。

学内囲碁大会の開催

学内囲碁大会が2月 1日（土）午後1時から工学部記念
会館で，2 9名の参加者 をA, B, C級に分け盛大に行なわ
れた。 成積はつぎのとおり

A紐 優勝 井 被 勝 二 次勝 児 島 毅
三位 根 井 仁三郎

B扱 優勝 金 坂 績
三位 奥田 真

C扱 優勝 草 島 幸 雄
三位 荒 屋 克 子

次勝 泉 三 郎

次勝 奥 井 三 郎

教官の外国出張

本年 1 ・2月における教官の外国 出張者 は次のとおりで
ある。（所属官職氏名 ，出張期間，出張先国，出張目的のII頂〉
工学部 教授 宮尾嘉芳 44. 1 . 2 3 ～44. 3 . 2 

英国，米国 境界摩擦現象の基礎研究および研究施設の視
察。

く新任者＞
学生部学生課
事務補佐員 堀口 勲

学生部厚生課
事務補佐員 大崎秀郎

教 育 学 部
助 手 穴111日3限伺ー

薬 学 部
教 授 堀越 勇

く改 姓＞
教育学部

教 諭 神保 和平
工 学 部

文部事務官 前馬 紫津
附属図書館

文部事務官 浅野 典子
く住所変更〉
事務局長 佐々木善也

庶務部人事課
課 長 木村 芳作

経理部経理課
課 長 石井 フととロ， 

文理 学 部
教 授 横山 泰
文理事務官 野村 善一

教 育 学 部
助 教 授 藤森 勉
講 師 加瀬正＝郎

// 小西 照泰
イケ f直野 謙二

教 諭 神保 和子
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報 昭和44年1 月・ 2 月・ 3月

12日

授

部

教

学

助

ヱ
杉本 益規

文部事務官

用 務 員

文部技官

教 養 部

助 教 授

罵

間

山

前

笠

尾

津

し

昭

紫

と

吉

河野 昭一

附属図書館

文部事務官

経営短 大

助 手

浅野 典子

高橋 敏朗

主 要 日 誌

1月 6日12日 スキ』講習会（志賀高原プナ平スキ』場）

13日 評議 会

補導協議 会と学寮補導委員会との合同会議

第 5回入学試験管理委員会， 第17回補導協議 会

補導協議 会と学寮補導委員会との合同会議

評議 会

大学問題対策委員会， 評議 会， 補導協議 会と学

寮補導委員会との合同会議

学生会館内の学生部仮事務室が過激派学生のた

め封鎖

補導協議 会と学寮補導委員会との合同会議

学生部は黒田講堂貴賓室に仮事務室を移す

学内囲碁大会 3 日 大学問題対策委員会

第 6回入学試験管理委員会 6日 評議 会

事務協議 会， 補導協議 会と学寮補導委員会との

合同会議

1 4日 大学院委員会 20日 第1 8回補導協議 会

21日 評議 会， 大学問題対策委員会

2 4日 評議 会 2 6日 協議 会

3月3 日 評議 会 7日 評議 会

8 日 事務協議 会 11日 評議 会

1 3日 第 7回入学試験管理委員会

1 4日 大学院委員会（持廻り〉

17 日 評議 会 20日 卒業式（取り止め）

23・2 4日 昭和4 4年度入学試験（学外にて）

31日 第8回入学試験管理委員会

17日

23日

27 日

298 

30日

2月 1日

4 日

13日

1月11日 文学科教官会議

第l1週授業開始 20日 真率会役員会

22日 教授会， 真率会総会 30日 学部補導委員会

2 月・ 3月の主要臼誌は学内紛争のため省略。

1月11日

13日

21日

22 日

2 4日

29臼

30日

2 月7日

12 日

13日

19日

26 日

27 日

3月3 日

6日

8 日

10日

13日

附属小学校・中 学校始業式

学部授業開始， 附属幼稚園始業式

補導委員会

教務委員会， 第18回教授会

拡大教育実習委員会

教務委員会， 第1 1回人事教授会， 補導委員会，

緊急教授会

補導委員会， 教育学部長候補者選挙委員会

教授会 8 日 授業終了

教授会， 人事教授会

附属学校運営委員会

補導委員会， 教授会

補導委員会， 教務委員会， 学部長候補者選挙

教授会 2 8日 教授会

教授会 4 日 教授会， 人事教授会

教授会 7日 特別教職課程委員会

附属中学校長候補適任者選考委員会

人事教授会 11日 補導委員会

教務・補導合同委員会， 教授会， 附属中学校長

候補適任者選挙

附属小学校卒業式

附属幼稚園修了式

2 3・2 4日 入学試験

15 日 補導委員会

15日

18日

附属中学校卒業式

学部卒業式

17日

20日

｜経済主白1
1月7日 授業開始

13日 教務委員会， 第 35 回教授会， 人事教授会

18日 第 36回教授会 21日 職業補導委員会

第 37回教授会

教務委員会， 経済学会委員会

第 38回教授会

第39回教授会， 教務委員会

経専学生自治会学生大会， 人事教授会

第 40回教授会， 教務委員会

スト突入， 教務委員会 17日 教務委員会

第 41回教授会 21日 教務委員会

学部長室・ 事務長室・庶務係・会計係・ 教官控

室占拠

2 4～ 3月1 日 後学期末試験ストのため延期

25 日 第 42 回教授会， 職業補導委員会

3月3 日 人事教授会 5日 第 43回数授会

6日 第 44回教授会， 教務委員会

22日

28日

29日

2 月 5日

7日

12 日

15 日

18日

- 9ー
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昭和44年1月・2月・3月

7 日 学部補導委員会 10日 学務係封鎖

11日 第45回教授会

学

12日

15日

21日

25日

27日

教務委員会， 経済学会評議員会， 第46回教授会

第47回数授会 20日 学部卒業式 ｜ 
第48回教授会 23・ 2�日 入学試験 ！ 
人事教授会 ！ 
昭和44年度経済学専攻科入学試験 : 

｜薬 学 部！
1月8 日 教授会

9日 授業開始， 薬剤学教授選考委員会

13日 講座主任会議 16日 教授会

18・19日 スキ』実習（極楽坂）

22日 教授会 25日 学生予銭会

29日 教授会， 薬学研究科委員会

2月1 日 教授会 3 日 教授会

5 ・6日 昭和44年度大学院薬学研究科入学試験（2次）

6 日 薬学研究科委員会

8日 薬学部集会（第1回〉 10日 教授会

12日 教授会 13日 薬学部集会（第2 回）

15日 大学院薬学研究科第 2次合格者発表

18日 教授会 1 9日 教授会， 人事教授会

20日 薬学部集会（第3 回） 22日 教授会

24日 教授会 25日 薬学部集会（第 4 回〉

27 ・28日 教授会

3月1日 教授会 4 日 薬学部集会（第 5 回）

6 日 木村康一教授最終講義（於， 富山県民会館）

7 日 教授会 8日 教授会， 薬剤学教授選考委員会

10日 薬学部1号館 1階一部学生により封鎖

13日 教授会

18日 昭和43年度大学院薬！学研究科修士課程修了証明

書交付

19日 人事教授会， 薬剤学教授選考委員会

20日 学部卒業式 22日 人事教授会

23 ・24日 入学試験 28日 教授会

29日 生物試験部門教授選考委員会

｜工 学 部！
1月8 日 一般教授会 22日 一般教授会， 専任教授会

2 9日 一般教授会， 専任教授会， 工学研究科委員会

3 0日 一般教授会

2月5 日 選考委員会， 専任教授会

7 日 一般教授会， 専任教授会

19日 補導委員会， 一般教授会， 専任教授会

20日 補導委員会， 一般教授会， 研究科委員会

21日 補導委員会 24日 補導委員会

25日 一般教授会 26日 補導委員会
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27日 一般教授会， 補導委員会 28日 一般教授会

3月5 日 一般教授会

7 • 8 日 昭和44年度大学院工学研究科入学試験

1 0日 工学研究科委員会 12日 補導委員会

14日 一般教授会

15日 大学院工学研究科合格者発芸

1 9日 専任教授会 20日 学部卒業式

23 ・24日 入学試験

葺 部i
1月 10日 教授会（第 1 9回） 13日 授業開始

16日 教務委員会 18日 教授会（第20回）

22日 人事教授会， 教授会（第2 1回）

29日 教務委員会 3 0日 教授会（第22回）

2月5 日 教授会（第23回） 7 日 教授会（第24回）

12日 教授会（第25回）

15日 教授会（第26回）， 後期授業終了

17日 教授会（第27回） 19日 教授会（第28日）

19～26日 後期末試験（専門学部在籍学生〉

25日 教授会（第四回）

3月 1白 人事教授会 4日 教授会（第30回）

8 日 教授会（第3 1回） 15日 教授会（第3 2回）

22日 紀要編集委員会 24日 人事教授会

31日 教務委員会， 教授会（第33回）， 人事教授会

「附属図書館｜
1月 10日 事務打合会（第 5 回）

13日 時間外開館開始 27日 本館内事務打合会

2月 14日 本館内事務打合会 18日 増加図書月録発刊

24日 事務打合会（第 6回）

3月日日 時間外開館休止

13日 情報活動講習会（！県立図書館）

「経面高五五｜
1月 10日 授業開始 17日 入試問題作成委員会

21日 教授会， 教官選考委員会 3 0日 授業終了

2月3 ～8 日 期 末試験 4臼 教官選考委員会， 教授会

10日 春季抹業 13日 教官選考委員会， 教授会

15日 予銭会（学生会館〉 18日 教官選考委員会

20日 教授会， 教官選考委員会

20～3月 1 日 入学願書受付

3月6 日 入試問題作成委員会 7 日 教授会

13日 教官選考委員会 15日 入学試験， 教授会

17 ～ 18日 入試問題作成委員会 20日 卒業式

22日 教官選考委員長 25日 編入学者試験

27日 教官選考委員会， 教授会， 入学試験合格者発表
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